
いつもありがとうございます。 

W35 青果発注書をお送り致しました。 

御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

・無限樹の栗南瓜がついにスタート！恋するマロン（有安海） 

 

アルファーと取組んで頂いている企業さまで、この南瓜を知らない人はいません。 

 

この南瓜は取り組んだ初年度から圧倒的な存在感を示し、 

一度食べた人に忘れられない記憶を残してくれる南瓜です。 

 

何度もお話ししていますが、この南瓜を食べた感想は 

 『美味しい！』 以外を聞くことが本当に少ないです。 

 

年に 1度くらいの頻度かと思いますが、 

お店で購入した消費者さんから直接、お礼メールが届きます。 



下記は、その消費者さんからのメール原文です 

 

『はじめて恋するマロンを頂きました。 

かぼちゃがこんなに美味しいものだと知らず、 

たまたま購入したかぼちゃに感動しました。 

 

毎週必ず購入するようになり、こどもたちも かぼちゃの日は 

かぼちゃをご飯に塗りつけて食べるため、毎回おかわりです。 

7人家族で 4分の 1 サイズは足りず 

一番大きいものを選びますが毎回取り合いです。 

 

まだこのかぼちゃの美味しさを知らない人がいると思うと勧めたいので 

今度お土産的な感覚で持っていきたいと思います。 

 

おいしいかぼちゃを作って頂き、出会わせて頂きありがとうございました。 

これからもおいしいかぼちゃを作ってください。 陰ながら応援しております。』 

 

ここまで評価してもらえて、それを言葉で表現してもらえると、 

この南瓜を取り扱ってきて、八百屋冥利に尽き、大変ありがたく思います。 

またこの南瓜を栽培している生産者さんにも、とても感謝しています。 

 

私が提案したいのは、新しい客層に来店してもらうために、 

この南瓜を計画的に特売へ絡めながら、長期的に販売していくことです。 

 

新しいお客さまを呼び込みたいのであれば、 

まずそのお客さまが 「食べてみたい」 と思う商品を売場に用意し、 

「こんな商品を取り扱い始めました」としっかり告知する。 



そこで実際に食べていただき、「美味しい」 と感じてもらえれば、 

その商品を目的に再び来店していただけるようになります。 

 

その積み重ねが、商品へのファンをつくり、 

やがて 「美味しいものがあるから、この店へ行こう」 という、 

お店そのものへのファンづくりにもつながっていくと考えています。 

 

来店する多くは女性で、調査済みかと思いますが、女性は保守的な方が多いです。 

となると、新しい商品を売れるかどうかわからないからと、 

少量であったり、隅っこで陳列していれば、 

それこそ手に取ってもらえる可能性は下がってしまいます。 

 

先ほどの告知アピールとしつつ、動線上にしっかりとボリューム陳列することで、 

保守的な状況を少しでも打開し、手に取ってもらえる確立を上げる必要があります。 

 

最初に戻りますが、この無限樹の栗南瓜は、一度食べていただければ、 

その美味しさからリピートにつながる可能性が非常に高い商品です。 

だからこそ、ただ品揃えするだけでは、少しもったいないと思っています。 

 

「今年も恋するマロンが始まりました！」 

とお客さまにしっかり告知し、売場で目立たせ、まずは一度食べてもらう。 

 

その一度の購入が、二度目の購入になり、 

やがて「恋するマロンを買うなら、あのお店へ」と思ってもらえるようになる。 

そして、その積み重ねこそが、今まで来店していなかったお客さまを、 

新しいお客さまとして呼び込むことにつながるのではないでしょうか。 

 



無限樹の栗南瓜を、単なる季節商品としてではなく、 

新しいお客さまを呼び込むための商品として、 

ぜひ計画的に販売していただければ嬉しく思います。 

 

 

・毎年楽しみにしている 無限樹のあの南瓜 

特別栽培 北海道産 栗南瓜 恋するマロン  (販促部：生島 麻亜子)  

 

リピート確実の味！ 無限樹さんシリーズ より、 

 『無限樹の栗南瓜・恋するマロン』 が取扱い開始になります。 

 

今年に入ってからも、何度も 『無限樹さん』 の事について記事にしているため、 

あまり詳しくは書きませんが、 

『無限樹の栗南瓜』 は、シーズンが終わると 「もうあの南瓜はないの？」 と 

お問い合わせを頂く、 

弊社でも特に自信を持ってお勧めしている南瓜です。 

 

また、喜ぶのはお客様だけではなく、写真を見て頂いたらわかるように、 

皮が薄いため他の南瓜よりも切りやすく、女性でも切りやすいと評判です！ 

 



南瓜にとっての晴れの日である、 

ハロウィンや冬至に食べる南瓜を買うお店として選んでもらうためにも、 

数ある南瓜の中から、 『松商材の南瓜』 として 

弊社の南瓜を選んで頂けましたら幸いです。 

 

 

【お惣菜に使用する際の POP・ラベルについて】 

お惣菜コーナーで使用すること POP を作成いたしました。 

お惣菜コーナーで 「 野菜売り場で売っています 」と、 

アピールできますので、宜しければご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

また、お惣菜のパックに貼れるラベルのご用意もございます。 

野菜売場でお取り扱い頂いている、 

弊社の商品のラベルと同じデザインにしておりますので、 

お惣菜コーナーでラベルを見て、 

野菜コーナーを見に来られた方にもわかりやすいと思います。 

（ラベルの大きさは、縦 25.4mm・横 48.3mm になります。） 

 



恋するマロン以外でも、弊社の南瓜を使用してお惣菜を作りたい、 

などのご要望がございましたら、 

お惣菜用ラベル ・ こと POP に記載している品種名を変更させて頂きますので、 

是非ご連絡ください。 

 

【南瓜のスケジュールについて】 

 

売れ行きによってはスケジュール通りとはいきませんが、 

福井県産の、 『吉村さんのとみつ栗南瓜』 が終了してから 

しばらくは 『無限樹の栗南瓜・恋するマロン』 のみになり、 

その次は 『こふき』  『ほろほろ』 と続きます。 

 

それぞれ、その時期に美味しい品種になりますので、 

恋するマロンが終わる時期になりましたら、 『こふき』 のお取り扱いをお願い致します。 

 

また、冬至用の南瓜につきましては、 

例年お願いしている【冬至用南瓜の事前予約】にて 

事前に数量の予約をお願いする事になると思いますが、 

その時は何卒宜しくお願い致します。 

 

 

 



・大きな玉売り果物は、カットして長く楽しめる事が魅力です。 (販促部:吉田紗知子) 

 

画像は、メロンを一玉状態からカットして、冷蔵・冷凍保存した際の画像です。 

 

通常、サンプルの残りや頂きましたお中元等は、 

社員全員に振り分け、美味しく頂くのですが、 

今回はそれでも、一回一日で食べきれる自信が無かった為 

各保存方法で食べ比べをさせていただきました。 

 

まず冷蔵。１・２日後でも美味しくいただけました。 

一度に詰め込むように食べるよりは、少しずつ味わいたい場合は、 

元々のメロンの実力を信じて保存する事も良いのかもしれません。 



カットされた少量を買って気軽に食べる事も魅力的ですが、 

「次の日も、帰ったら冷蔵庫の中にはメロンがある！」と思える幸福感は 

玉状態で買う魅力です。 

 

次に冷凍。果物氷になります。 

本来の甘みは、冷蔵と比べると少し感じにくくなってしまいますが、 

暑い時期には、なんて美味しいんだろう…！と思いました。 

京都の某喫茶店では、 

メロン氷を炭酸とメロン果汁で割った「メロンソーダ」が提供されています。 

 

又、当たり前ではありますが 冷蔵より日持ちする為 

更に長くメロンを味わえる事に。 

 

全部を冷凍する事はオススメしませんが、 

一部を冷凍して、不思議な食感を味わってみる事は 

とてもおすすめです。 

 

アルファーでご注文頂き、納品後店舗でカットし 

店頭へ並べておられる企業様が多いとは思われますが、 

 

玉状態で売る際のご参考になればと思います。 

是非、ご活用・ご検討ください。 

 

 

 

 

 



・正気を疑う相場ダヨ。 (吉田麻衣)  

 

このグラフには載っていませんが、 

東京も大阪も 2017年、2019年以来の相場安です。 

毎年８月末ごろに向けて下がっていきますが、今年は特にひどいです。 



  今年の作柄を聞いてみると基本的には前倒しになっている状態で、 

かつ、サイズ的には LM中心だそうです。 

直近の収穫では L に寄っていているという感じだそうです。 

少し気になるのは 2L も多いわけではなく、S も多くはないということなので、 

つまり、豊作という訳では無く、前に倒れただけで、 

実際の収穫量が大きく増えたわけではなさそうです。・・・・・(そう信じたい。) 

           

今年の人参の測定値は 

今年測定した 

人参としては 

最も高い糖度で、 

硝酸態窒素の値では 

下から３番目。 

 

育ちの良さが 

うかがえます。 

 

今の北海道の相場はともかくとして、 

北海道からのリレーとして、 

熊本県がどうしようといった状態です。 

           

これは千葉県の 

雨の警報が出ていた地域の地図です。 

気象庁から拝借してきました。 

千葉県では富里市、八街市、山武市、 

芝山町などなどですが、 

ほとんどが上の地図の被害の中という非常に良くない状態みたいです。 



 

そうなると１１月は千葉県の割合がだいぶ大きいので、 

今からにでも対策を立てておかないと、 

という状態かもしれないです。 

アルファ―は既に対策済みでありますので、今の段階では問題にはならないはずです。 

 

・今週の松茸情報 8月 13日現在 

 ● 中国産 産地状況 

現在１日の収穫量は、ピークは終わり雲南が 20.5 トン、 

四川が 40 トン、チベット 1.5 トン、合わせて、日量約 62 トンです。 

ピークは、８日、９日の二日間、80 トンでした。 

昨年よりは、少ないです 

昨年の同時期の出荷量は、雲南が 15 トン、四川が 63 トン、チベット 7 トン、 

合わせて、日量約 85 トンでした。 

昨年に比べて、四川の次に出てくるべき産地の出方が良くないです。 

 

昨年のピークは、８月１５日で９５トンでしたが、そこまでいかず、 

ピークも１週間早くなりました。 

ここからは、減少の流れになりますが、その減り方に注意していかなくてはいけません。 

 

ただ、いつもの流れで、ここから産地の価格が上がりだし、 

９月の需要期に向かい値上がりしていきます。 

 

ピークが過ぎると日本が入れている、中ツボ、開き系の割合が、増えてきますので、 

値上げは、不足感の出るつぼみから上がりだし、最後に開きという順番になる予想です。 

また減りだすと雲南省は、買い占めて貯蔵していく連中もいるので注視が必要です。 

産地の中国の加工業者の買いも順調で中国、韓国の買いも活発にはなってきました。 



 

● 北米産 産地状況 

カナダの山火事ですが、今のところ松茸の産地は、大きな影響を受けていません。 

今シーズンは、９月７日頃開始の予定です。あとは、虫食い等の品質次第になります。 

 

● 日本市場 

日本への入荷は、お盆需要で増えて、日量５トンと昨年と同ペースです。 

今年は、お盆までは順調で、円安もありますが、何とか売りやすい価格で推移しました。 

品質も良く乾燥しており、綺麗ですので、昨年よりは、良く販売されています。 

８月いっぱいは、産地の動きは注視が必要ですが、 

それでも売りやすい価格ではあるので、 

是非、野菜の日に向けて販売お願いします。 

 

● 今後の動き 

当社も毎日入荷しています。 

今から月末にかけて品質も良いので是非特売お願いします。 

(株式会社パシフィックコーポレーション:社長 彦坂嘉男さん) 

 

 

・今週の栽培履歴報告 (中澤佐江子・中澤和大) 

■岩手県産 有機栽培みちのく ORGANIC にんにく【ホワイト六片】  

品目 ニンニク 

品種 福地ホワイト六片 

有機農産物 

生産工程管理者 みちのく有機共同農場 

住  所 青森県八戸市北白山台 4-11-27 

認証団体 特定非営利活動法人 有機農業認証協会 



削減対象農薬 栽培期間中 不使用 

化学肥料（窒素成分） 栽培期間中 不使用 

 

■台帳 NO. 3530 

栽培面積 676ａ 

栽培本数 18,000株/10ａ 

予想反収 528.1㎏/10ａ 

収穫期間 2026/6/24 ～ 2026/6/30 

ネオニコチノイド農薬使用無し 

圃場：全 4圃場 の実績データです 

 

■共同商事さんの圃場リスト(2025/11月有機更新(24年と同じ）)より 

（下記住所は 生産者住所） 

青森県 木村 聡       50筆 12,836a 

青森県 佐々木 正徳さん  15筆  441a 

岩手県 長谷川 茂夫さん  10筆  863a 

岩手県 福田 俊博さん    57筆 3,683a 

             合計 132筆 17,823a 

以上は有機として登録された圃場です。  

作物はわかりません。 

 

■昨年の実績 

（No.3411 と比較） 

栽培面積 395ａ から 676ａへ 

栽培本数 昨年と同じ（18,000株/10ａ） 

予想反収 昨年と同じ（528.1㎏/10ａ） 

収穫期間 2025/6/29 ～ 2025/7/7 から 2026/6/24 ～ 2026/6/30 へ 



削減対象農薬 昨年と同じ（0回） 

化学肥料（窒素成分） 昨年と同じ（0kg） 

 

■今季作柄 

耕起期 降雨多い 気温低め 長雨 

播種期 降雨多い 気温低め 長雨 

生育期 降雨少ない 気温普通 干ばつ 

収穫期 降雨普通 気温普通 曇天 

薬剤を使用しない土壌消毒 行っていない 

天候の影響 やや悪い 

気象状況   播種期 長雨、生育期 干ばつ 

病害虫の影響 やや悪い 

病害虫名  葉枯病 

実の大きさ 小玉傾向 

収穫時期  普通 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■北海道産 特別栽培 フルーツ夢人参・メマンペッ 

 

品目 ニンジン 

品種 アロマレッド,YCC129,アロマ 809 

特別栽培農産物 

栽培責任者 丸富人参部会 佐久間 篤 

住  所 北海道常呂郡訓子府町元町 81-1 

連 絡 先 0157-55-2170 

確認責任者 有限会社丸富青果営業部 佐久間 純 

住  所 北海道常呂郡置戸町境野 455-1 

連 絡 先 0157-55-2128 



削減対象農薬 5回 当地比 6 割減 

化学肥料（窒素成分） 6.5kg 当地比 5 割減 

■肥料 上限 8kg 5割減  

節減対象農薬 上限 7回  ５割減で表示します。 

 ■台帳 NO. 3526 

栽培面積 6,246ａ 

栽培本数 55,000本/10ａ 

予想反収 3.3t/10ａ 

収穫期間 2026/7/23 ～ 2026/11/5 

ネオニコチノイド農薬使用無し 

圃場：107-1-1 (大西①) （378a） の実績データです 

  代表生産者(画像)は 昨年まで でしたが、 今年から鈴木 祐二さんに代わります。

(昨年よりの丸富青果さんからの要望) 

■昨年の実績 

（No.3415 と比較） 

栽培面積 5,317a から 6,246ａへ 

栽培本数 60,000本/10ａ から 55,000本/10ａへ 

予想反収 3.5t/10ａ から 3.3t/10ａへ 

収穫期間 2025/7/25 ～ 2025/11/1 から 2026/7/23 ～ 2026/11/5 へ 

削減対象農薬 4回 から 5回へ 

化学肥料（窒素成分） 6.2kg から 6.5kg へ 

■今季作柄 

耕起期 降雨少ない 気温低め 晴天 

播種期 降雨少ない 気温低め 晴天・曇天  

結果:効果有り・被覆した場合は、しない場合に比べ生育が 1週間ほど前進します。 

生育期 降雨普通 気温普通 晴天・曇天 

収穫期 降雨普通 気温普通 晴天・曇天 



薬剤を使用しない土壌消毒 行っていない 

天候の影響 順調 

気象状況 5月、6月、 

病害虫の影響 順調 

実の大きさ 例年並み 

収穫時期 普通 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■北海道産 特別栽培 渡邊さんのミニトマト 

 

品目 トマト（ミニ） 

品種 エコスイート 

特別栽培農産物 

栽培責任者 渡邊 大祐 

住  所 北海道余市郡仁木町東町 11丁目   49-1 

連 絡 先 090-5076-8179 

確認責任者 渡邊 貴子 

住  所 北海道余市郡仁木町東町 11丁目   49-1 

連 絡 先 090-5076-8179 

削減対象農薬 栽培期間中 不使用 

化学肥料（窒素成分） 栽培期間中 不使用 

■台帳 NO. 3524 

栽培面積 20a 

栽培本数 1450/10ａ 

予想反収 6ｔ/10ａ 

収穫期間 2026/6/25 ～ 2026/10/31 

ネオニコチノイド農薬使用無し 

圃場：渡邊農園 の実績データです 



■昨年の実績 

（No.3407 と比較）品種多種から １品種 

栽培面積 2.4～7.2ａ から 20a へ 

栽培本数 455～1365本/10ａ から 1450/10ａへ 

予想反収 1250～1458kg/10ａ から 6ｔ/10ａへ 

収穫期間 2025/4/20 ～ 2025/6/15 から 2026/6/25 ～ 2026/10/31 へ 

削減対象農薬 昨年と同じ（0回） 

化学肥料（窒素成分） 昨年と同じ（0kg） 

 

■今季作柄 

 待っておりましたが、入手できませんでした。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■岐阜県産加藤さんの清見とまと 

 

品目 トマト 

品種 麗月 

栽培概要 

栽培責任者 加藤大輔 

住  所 岐阜県高山市清見町三日町 713-14 

連 絡 先 0577-68-1239 

確認責任者 加藤辰也 

住  所 岐阜県高山市清見町池本１３５ 

連 絡 先 0577-67-3127 

削減対象農薬 27回 当地比 4 割減 

化学肥料（窒素成分） 30kg 当地比 1 割減 

 ■昨年の実績が計画(農薬 26回 4割減、窒素 25kg2割減)より上回りましたので、  

今年度表示は、計画通りにせず、昨年の実績通りとしました。 



 ■台帳 NO. 3527 

栽培面積 171.3a 

栽培本数 約 2,000本/10ａ 

予想反収 10t/10ａ 

収穫期間 2026/7/5 ～ 2026/10 

ネオニコチノイド農薬使用有り 

圃場： 

15 ハウス(各３列)、管理区画６1-2,3-5,6-7,8-9,10-12,13-1 の実績データです 

■昨年の実績 

（No.3400 と比較） 

栽培面積 昨年と同じ（171.3a） 

栽培本数 昨年と同じ（約 2,000本/10ａ） 

予想反収 昨年と同じ（10t/10ａ） 

収穫期間 昨年と同じ（2026/7/5 ～ 2026/10） 

削減対象農薬 昨年と同じ（27回） 

化学肥料（窒素成分） 29.8kg から 30kg へ 

  

 ■今季作柄 

 来ませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 



・今週の測定レポート (吉田紗知子) 

■岐阜県産 加藤さん 清見とまと 

岐阜県・加藤さんの清見とまと を測定しました。 

前回は昨年、2025/10/2 に測定を行っています。 

 

【糖度】 5.3度➡6.6度 

夏収獲のとまと ですが、 

高い糖度数値となっています。 

 

又、過去アルファーで測定した同産地・ 

清見とまと 糖度数値の中でも高い数値です。 

 

■北海道産 渡邊さん ミニトマト 

北海道・渡邊さんのミニトマトを測定しました。 

前回は昨年、2025/7/15 に測定を行っています。 

 

【糖度】 9.3度➡9.7度 

前回も高い糖度数値でしたが、 

今回は前回よりも更に高い数値となっています。 

試食してみると、 

甘さが濃く口の中に残るミニトマトでした。 



--------------------------------------------------------------------------------  

■福井県産 吉村さんのキタアカリ 

福井県・吉村さんのじゃがいも・キタアカリ を 

測定しました。 

前回は 2025/7/31 に測定を行っています。 

規格にすると、S に該当する小さな個体です・ 

 

【ライマン価】 16～17➜ 17 

元々高いライマン価を誇る、 

吉村さんのキタアカリですが、 

今回は二個体共に 17 と言う数値結果となりました。 

大きさは関係なく、ライマン価特有のほっくりとした食感が感じられました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■奈良県産 小林さんの胡瓜 

 

奈良県・小林さんの胡瓜を測定しました。 

前回は、2025/6/10 に測定を行っています。 

 

形が少し曲がっている様子が見られます。 

胡瓜が曲がって育つ理由は、いくつか考えられますが、 

そのうちの一つに「水分不足」があります。 



山々が広がり、通常であれば冷涼な産地ですが 

今年は高温が激しく、きゅうりにとっても厳しい環境だと思われます。 

 

糖度は、4.5➜5.0度と、 

前回よりも高い数値となりました。 

硝酸態窒素濃度も、17.2➜8.1 と減少しています。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■長野県産 百瀬さん パプリカ 

 

長野県・百瀬さんのパプリカ【赤】の 

測定を行いました。 

大小２個測定を行い、 

大のほうが赤と言うよりも橙色に近い形です。 

 

今回は、2026/7/13 に測定を行った 

通常パプリカの、 

畑や栽培方法が違う個体です。 

 

百瀬農園さんでは、1 ハウスのみ特別な栽培を行っており、 

肥料等の他、水の撒き方(水をマルチ内に直接かけるのではなく、 

マルチ横通路に水を通して吸収させる)等細かな違いがあります。 

 



【大】 糖度:5.9度 硝酸態窒素濃度:検出せず 

【小】 糖度:7.0度 硝酸態窒素濃度:検出せず 

 

前回は、糖度:7.0度 硝酸態窒素濃度:1.4ppm となっており、 

糖度は前回数値と近い数値結果となっていますが、 

硝酸態窒素は今回検出されず、前回よりも低い数値となっています。 

 

過去測定を行った、宮崎県・須川さんのパプリカと近い数値帯となっています。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・■北海道産 フルーツ夢人参・メマンペッ 鈴木さん 

 

北海道産・メマンペッ人参を測定しました。 

前回は 2025/10/9 に測定を行っています。 

 

【硝酸態窒素濃度】 2.6ppm→6.2ppm  

【糖度】 9.3度→9.4度 

 

前回よりも硝酸態窒素は高くなっていますが、 

糖度は前回よりも高い数値となっています。 

 

今年測定した中で一番高い、 

熊本県さん・坂口さんと同じ数値となりました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 



■北海道産 中村さんの玉ねぎ 

 

北海道産・中村さんの玉葱を測定しました。  

前回は、昨年 2025/8/29 に 

測定を行っています。 

 

硝酸態窒素は、検出されませんでした。 

糖度は、 

おしり:8.8度➜8.2度、 

中央:8.8度➜10.4度、 

外皮:6.8度➜6.0度 

と検出されています。 

 

全体的に、前回よりも控えめな数値ですが、中央のみ高い結果となりました。 

試食してみると、甘味が強く広がりました。 

 

 

 

 

・新登場 

北海道産 特別栽培 フルーツ夢人参・メマンペッ・・・w46頃 終了予定 

北海道産         和田農園じゃが芋・男爵・・・2027年ｗ4頃 終了予定 

北海道産 特別栽培 無限樹の栗南瓜・恋するマロン・・・ｗ46頃 終了予定 

香川県産 有機栽培 宮下さんのさつまいも・坂出金時・・・2027年ｗ8頃終了予定 

           



・商品案内変更 

北海道産 特別栽培 無限樹のミニトマト・キャロル１０・・・案内休止 

岐阜県産 特別栽培 谷下夫妻の飛騨川トマト・・・原体の案内開始、直送規格追加 

兵庫県産 特別栽培 伊吹さんの淡路島玉ねぎ・L・・・在庫僅少 

北海道産        和田さんのネバリスター・・・在庫僅少 

福井県産        吉村さんのとみつ栗南瓜・・・価格変更。値下げ。 

           

・終了 

熊本県産 特別栽培 フルーツ夢人参・藤本姉妹 

兵庫県産 特別栽培 伊吹さんの淡路島玉ねぎ・２L 

           

・9月新登場予定 

北海道産 特別栽培 金子さんのプルーン・・・ｗ36 より新登場予定 

香川県産 有機栽培 宮下さんのさつまいも・ハロウィンスイート・・・ｗ36 より新登場予定 

北海道産        和田農園じゃが芋・キタアカリ・・・ｗ37 より新登場予定 

福井県産        吉村さんのほっこり金時・・・ｗ37 より新登場予定 

アメリカ産・カナダ産    産地トレース可能松茸・・・ｗ37 より新登場予定 

北海道産        和田農園じゃが芋・メークイン・・・ｗ38 より新登場予定 

鹿児島産        高橋さんの赤土里芋・・・ｗ38 より新登場予定 

 

 

 

それでは、今週も御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

有限会社アルファー 

吉田清一郎 


